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地 球 環 境 を考 え る

立  川 涼
米

1 .人 間、地球 この奇跡的存在

環境F胃題は当然人間が起 こすわけですけれども、考えてみますと人間とい うのは本当に奇跡的な産

物といえるのですね。太陽系の中で太陽と地球との掛i離が極めて絶妙な位置にあ ります。地球 より

ち ょっと太陽に近い金)たは災由i温度が500℃で、当然、蒸気が点えたぎっているような状態ですか ら

/li物は全 く生きてゆけません。少 し速い火'fとにな りますと、こんどは表面の温度が
-60℃ くらいで

しょうか、これはすべて氷ですからこねンもやは り
/li物は生きてゆけません。まさに絶妙な太陽と地球

との出i離関係がこの地球 とい う惑え!の中で水の存在を話
iした。 しかもそしてその/1kが液体だけではな

く水蒸気でもあ り、氷でもあるという形で、地球を巡 りながら11物の11存状態を支えてきました。ま

さに太陽系の中で地球のみが生物を支えることが出来るわけです。 しかもその中でまたなこ物の雄史は

おそらく3、 40億イliありますが、その中でまた人というのはほとんど奇跡的な産物 と「fっていいので

す。/li命はおそらくタンパクとか核駿というところから
/iをまれたわけですけれども、ほとんど無数と

いっていいような突然変共の繰 り返 しンの中の全 くたった
一つが人間とし′てこの世の中に生まれてきて

いるのですコ想像を絶するような|い十数の佃然の駐ね合わせの木に
′|:まれたのが人間と1手ってもよろし

いのです。太陽系の中で地球というイr在 |′1身、非常に特殊な地位なんですけれども、そこにイi:んでい

る人とい うのはまたた ぐいまれな存在だといってもよろしいのであ ります。 しかも地球の 11の
ア十i物の

歴史で、これだけ大きな動物がこれだけの数が増えたことはあ りません.恐 竜というような大担動物

がいた り、地球の過ムではいろんな動物が/キをまれた り、タビんで しまいました。 しかに,、人のようなこ

れだけ大きな動物が50tは、60億の数で地球 11に任んでいたということは地球の
′liき物の膝史で企 く希

イr、ないことなのですね. しかも、
｀
略然のことながら、人という

′十七き物は他の生物 と食 く達っていま

す。

私どもは技術iを持ってお り、地球にさまざまな形で働きかけをする事によって、ここまで
/!iきてき

たわけですけれども、ち然のことながら、これは地球という環境に対するインパクト、アil力、影響が

大変大きいのです.例 えば、た業社命をご存 じだと思いますが、イギ リスを中心に起きたんですけれ

どもね。た米‖命はどうい うえ、うに起こったのか。それまで人といえば
ム馬力というか

一人力だった

のです。 lt!分一人分のエネルギ
ーしか使いません。子作業でもって、鍛治圧さんが木 「:庄さんがイftt H

l l店さんがいろいろな物を作っていました。つまり、自分の筋肉労働 としてやれる
一人分の仕

「
jliしか

しなかったわけですから、材料もエネルギ
ーも一人分だったのです。けれども、蒸気機関を発り」した

ら、イf炭を くべ ることによってお湯を沸かす と蒸気になる。この蒸気機関を使えば、大戦のイf炭を
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使って一人分 じゃなくて、10人分、何10人分の仕Ⅲが出来る。そ油,とともに、私どもの1世界はエネル

ギーや資源を大ととに使 うようにな りました。この時代に比べ現代はさらに途方もな く大距:の資源とエ

ネルギーをlplぅょうになっています。少な くとも|′1然の状態からみたら、地球は今 ||、45億年の歴史

の中で希イ丁の状態にある。こ加,をドとに環境汚染の問題だとか利メ`ン技術の問題としてとらえる時代では

もうな くなって来ています。数年前で しょうか,ア メリカのホワイ トハウスの中で環境十1町題が議論に

なった日、1に、環境の「年十
Ⅲ
l家がある柿の感慨をもったのです。環境|1町題なんてものは、+11外的な政冷維

済の中ではマイナーなもの、小さな問題だったんですけ才1ど も、ついにアメリカとかヨーロッパの十IL

界の |を要大 嘲が環境という問題を考えな くては、これからの政治、社会、経済はあ りえないとい うふ

うに考えるようになっているのです。 ミ ッテランとかサ ッチャーなんていうのは、環境1出1題には非常

に後ろ向きの人と1言わ加,ていたのですけれども、こうした政治家も環境問題に真 |ltl占Fに取 り和ほ ざる

をえな くなっている。私ども仲ド増では、ヨーロッパのグリーンベル トというi:い方をするのですけれ

ども、オランダ、 ド イツ、スィスから北欧にかけて、この中は環境||」題に熱心なんですね。その外側

のイギ リスとか、フランス、あるいはラテン系のスペインとか、イタリヤというのは大体環境|1町題に

あまり関心がないと1干わね夕ているのですね。そ ういう田でさえもこうい う問題抜きには、もう政治が

fFiれない、あるいは経済を連常できない時代になっている。そ ういう意味では1日:界の状況はftlめて'1と

いスピー ドで大きく変わっていると思 うのですね,お そらく、これは私どもにとって新しい|||:の中の

仕和とみとか在 り方が求めら加ブている。おそらく、人類の歴史の中でかってないような新 しい、場合に

よっては深刻な|1増題を私どもの前に投げかけているといってもいいと思います。

ITTしい社会の在 り方、新 しい経済社会の仕組みの在 り方、こねクらが問われているわけですね。その

中では環境|1町題を科学、技術のF町題 としてだけでとらえる時代ではもうなくなっています。文化の博l

題、あるいは環境倫理なんていう言災が最近出てまい りま L′たが、新しい社会経済の在 り方ともな り

ますと、私どもは ・体 どういう社会の在 り方が我々にとって 十福なのか、満足感を ケえるネ|:会なの

か、 こ れはある意味で倫理、道徳、こういうものまでがとらえられていなければならない時代になっ

ています。環境問題はもちろん科学技術の問題でもあるわけですけれども、「3様に極めて広が りのあ

る社会問題、我々社会の布:り方、文化のi苫i題、あるいは倫理の問題としてとらえなければならない、

そ うい う時代に、もうなってきている。ただ、 略`然のことながら、そ ういうlll界は私達は今まで考え

たことがあ りませんし、経験がないわけですから、これからは世界中が知恵を出し合って、どういう

モデルを作 って行 くか考えてゆ く、この中で |1本はどういう役告」を果た し得るのかというあた りが、

今|1増われている大きな課題です。そのへんは大きな前提条件ですけれども、今日は特に持 さんがご関

心のあると思います水の問題、あるいは 11の問題、あるいは食の問題から地球環境1苫J題を少 し考えて

みたいと思います。

地球上のあらゆる生き物を支える土

1壌、 liが|11 :界のノ|をき物を支えているのは杵さん良くお分か りだと思いますJと くにこの場にお集

まりの農米関係格のサブは本
｀
路にUとでお感 じのことと思います。実は、海の貫(くとか海の/li広をも性地の泥

の栄養分に支え″られているのですね。降から少 しずついろいろな益分が海に流れ込んでゆ くことで海

の/lt ,た力も支夕_られているのです。地 11の/liき物が企て 11に支えられているとい うことは !iうまでも

あ りません,ラ イオンさ亥,も liに支えられているわけですね,ラ イオンはシマウマを食べるかも角|れ

ませんけれど、このシマウマはやっぱ り中を食べなくてはメliきて行けない、この 111は11に/1モえている

わけです,そ ういう意味では地球 liのあらゆるア|をき物を立文,ているのは 11とヽ っヽて もいいと思いま
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す,こ の 11が今、|||:界的な危機の状況にあるとい うことなんですね。私どもは地球というものを途方

もない大きな広が りだと思っています。感覚的には捉えられないほど大きな広が りを持っているんで

すけ加,ども、ttは市:lrtに兄たときの ltというのは大変おいんですね。農打F地でお使いになるのは10cm

か 15cmですけ油ども、木の根が旗るんだってせいぜい数メ
ー トルまででしかあ りません。通常は数10

cmとかせいぜい lmま での liが地球 Lの あら)ゆる/li物を とえています。そ うい う意味では 11とい うの

は本ちに文年とおり紙のようにおいのです。地球は極めて大きいと思いがちですけれども、基本的に

′|1物を 芝文_ている liとい うのは実においのです。 しかも、これはダムを造って水を紹めてどこかに連

ぶとか、あるいは大す子1の輸送船を使ってどこかに連ぶということが出来ません.こ の場でlrtlイrなもの

なのですね.50cm、 lmし かないわけですから、この 11を掘ってどこかに持って行けばそれは新 しい

li地が出来るかせ)しれませんけれども、裸になって しまった所にはもう |をはあ りません。その後に、

きっち り和物が行ち、/li物を支えることができる Lになるまでに、おそらく100年の半位の時 1苫!がか

んiゆ|‐十  1い 1を使壊 して しまいますと、簡洋には新しい■はできないのです。数 100イ十iとい うス

ケ ールを考えないといけないわけですから、今の社会の発展のテンポを考えたら、要するにいったん

失って しまった 1はもう戻 らないという覚悟、半J断がいるとい うことなのです。

とか t_、 一メ声Gは ILというのは大変 うまいf9Jきがあ りまして、反ルぷが遅いということですかね、緩

作i作ナIJとい うのですけ'?,とt)、いろいろな外からの影響を くい止めて、いろんな反応を和lらげる働 き

をとま す
~ 例
た1■、腹性雨が降っても、水の中に塩陵をいれてやれば、末はあっというまに酸性にな

',||■ il弓||たけ''路:腋を 11に二、りかけてや りま L′ても、 11の pHは ほとんと変わ りません.そ れ

t【litif京11符71‐||とかあ りまとて、いろいろな外からの影響力を不11らける、緩不||する能力があるので

'1■ ■ 11'|あ ,イ t)l t97 1攻1化はゆっく,と か左れません.さ まざまな|1町題点があったとしても、大

ち末のiう斗とかあっても |とはそれ,に向t力_てfli｀
L4な
期|1打/1を物を 立える力があるのです.

l f l l ! 我々 が′|:きて行 く 11で大学な‖質なのですね。 こうヽヽ うことであるたけに

支う!子とうと,ようもないとい うことになるのですね.

ナ〕ィif)な状とケとにあるかと,it まヽすと、押:界中の農地の中でたった11%だ けが|1町題か

十t ! 1 1 ア′■, j あ`ァ〕I

I !■'ず二十′ヽ!え,いとt

t t , ∴■ ! ど! | ■|

|||りlj,|

,i t litサ位、

オ) | 力、l ⅢⅢ

Ⅲl  , 1 ( ヽ|

!)fと|二I

史卜どt地だとri才サLています|||!!界の性地1白i枝の約10%がどと滞1地なんですけ加とも、その

ltか 、今、まともな とはないと1手うことなのです。 1日:界の地域によってダヽなる |とが忠 く

||らtllやかあつ■す。例えtま、乾煤して Lま って水的な条件が厳しいたそ耕地、あるいは侵食そ

,■ 1挙:の1亨さか大変おくなってなかなか粒物が立えら加,ないとかです。撲業に絡んで中し

||→
ご
たい!lttil!は||る 挫村「地tつ破峻で す.控 漑に ,い,て焔分が晨料1地に溜 まって農米が出来な く

■ )た |!lt lケ  ・ か|1li梓でり|.常に対えてヽてお ります |1本 ではあまり考えられないことなのです

||!工 |―、 |1外1的に よる!.こ |↑は特に食ポ11の供給を考えた場合、深刻な問題になってきています。

Ⅲよ人気が1にくと,通
｀
路な注li,芝があ才lrず、水があ りますと本

｀
路にどと竹:物がよ

ヽ☆ |  ‐t′) ,り| l i !■ナtに'とすfに| 1米るわけですけれとも、長く続けていると様々な|1町題が|| |て

,  t iナr  l l l lと、よサイ:■,|4` 1 iぼ〔労るということなのですね. ‐定以 11の焔分が溜まりますと、挫格

Ⅲ Ⅲtずrくな J 挫 作物十―Ⅲ
‐
てtl  rネはイに分に強いんですけれども、鳩H作などははるかに弱いよⅢ

こ|  ゴ、ギ■とtよ' ~ぐにや' ,才tを1クヤいます.

ご| !は絶えす洋】比をするために起 iる のですが、もともと卜の方にあった塩分がだんだん地炎に 上

かャ,てくる. kうに/ 1‐りましモ、そのうちド|い塩分が吹き| | |してしまうのですね。これはオーストラリ

~‐
【ギ!、あ, 3いはツヽアガヴーでt )子の他多くの1可で起きています。特にアジアではイr名なパキスタン

i l‐ 十ホじうヽデ、イf  ′ ■亨|】午t■■力た1章:繊施設を作って、いわば雄漑農米げ)モデルだったのですけ
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れども、100年経過 した今日、実は塩分が溜まって大変困っています。
一度、上の中に塩分を沼めてし

まいますと、農耕地を放棄する以外にあ りません。とい うのは、塩分の少ない水で洗い流 してやる以

外に方法はないんですけれども、現実にはそ ういう水がないところが多いのですね。あるいはもとも

と比較的塩分の多い水が利用された りしていて、
一度、塩が溜まってしまったら簡半には洗い出して

しまうことは出来ません。

世界中で戦後、耀概システムが導入されることによって飛躍的に食精化産を増加 してきましたが、

このシステムが問われは じめているのですね。 もちろん、対策があ ります。何度 も雄漑をす る事に

よって塩分が増えるんですね。従って、いったん農耕地を伝って出てきた水は、は じめか ら別水路

で、塩分ダムみたいなところへ持って行けばそれな りに妨げるのですけれども、これはコス トがかか

りますから、分かっていても途 L回はなかなかそ うい うえ卜うには||1米ないのですね。塩類集積の問題

は、日本ではほとんどない||」題にならないものですから、杵さん関心がないと思いますが、世界的に

みますと農業生産にとって最も深刻な問題の
一つといってもいいのです。

テレビその他で報道されて、ご存知の方も多いかも知れませんが、アラル海 とい うシ
ベ リアの貞ん

中当た りで しょうか、カスピ海の少 し束の方に大きな湖水があ ります。この湖は南の高地からくる 2

本の川の水が流れ込み、川から人って くる水と蒸発によって失われる水のパランスが取れていて水山i

が一定だったのですけれども、111ソ連の時代にここを有名な綿花地常に して、 2つ の河川の水をほと

んど全部濯漑水に廻 しました。その結果、アラル海に入る水がゼロに近 くなって、現在は深刻な状況

であ りまし,て、アラル海が
｀
降分 くらい消えてしまっています.塩 分が増えたために魚が全減 してしま

いました。イr_71な水たの産地だったのですけれども、水産 に場もしばらくはよそから魚を持ってきて

加 になどを して生き延びてきたのですけれども、またそれも苦Jにあわないとい うことで、八産 11場も

先合に潰れてしまいました。
一方で柿 とい うのは農薬 DDTを 良 く使 うので有名なのですが、そのた

め DDTの 汚染が広範に現れました。特に、乳幼児の健康 li問題にな りますので、乳幼児には必ず ミ

ネラルウォーターを供給 しなければならないとい う寄:態になってしまったのですねs

ところで、 |!本の水|口ti壌とい うのは多 くの利点をもった恵ま加,た状態にあ ります。畑は山の Lに

あ り、八lflとい うのは低いところにあ りますから、様々な差分が畑から低い水田に流れ込んでまい り

ます。杵さん良 くごイF角1のように、畑の作物 とい うのは連作時常、いや地現象が大な り小な りあ りま

す。歳も極端な例は、朝鮮人参です。これは良い物と作るには 6、 7年 かかるんですけ加,ども、いっ

たん朝鮮人参を作 りますとそのあと6、 7年 は休閑してほかのことをやっておかないと、いや地現象

が起 きて次の人参をれrtえることは出来ません,こ れは畑作をやっておれば常識的なことなのですけれ

ども、大な り小な りみんなあるわけですね。ところが、水阿とい うのはそ うい ういや地現象がな く

て、連作が H」能なのです。京都に行きますと、平安時代の十から1000年以 |をも毎年米を作っていたと

いう|キ1同があ ります。こういうケースは畑作ではありえないと思います。

畑です と10アールちた り10トン位の堆肥を入れても 1年たてばほとんど分解すると思いますけれど

も、木lilですと荒っぽい言1算ですが、 1ト ン程度です。つまり、水|[1とい うのはまわ りの高いところ

からいつも養分を受け取れる場だという意味では恵まれているのですね。 し かも、有機物がそんなに

消耗 されません,畑 に比べるとはるかに有機物のもちがよろしい。それで |その優れた肥次度だとか構

造を保 っているのですね。右機物がだんだん減って参 りますと、 11壌の構造が忠 くなって肥次度が洛

ちて参 ります。そ ういう意l「Aで も水IHというのは■壌の肥次度を長期的に持続 しやすい忠まれた条件

を持っているといってもいいと思います。 「]本にいますと、いろいろな意味で ri然的な条件にたまた

ま恵まれているために、世界的な状況というのを うっか りすると忘れがちなのですね。 し かし、世界
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的には |その問題は深刻さを増 していると古|って良いと思います。

中|ヨの経済成長は今llT界の注 十1を集めています。毎年 2桁 の率で経済成長 しているわけですけれど

も、この中1可の発展をこれから阻告するとしたら、食精′[:産あるいは農耕地の消失が
一因となるので

はないでしょうか。「IJ「qは大きいように見えますけれども、実際の農耕地は中部か ら南部の海岸沿

い、揚 子江の流域など、大体1呵11の10%く らいしか農籾F地があ りません。12億の人がいるということ

は一人ちた りの料1地1面積は日本の何分の
一かで、日本より少ないわけですね。決 して甘い状況にはあ

りません。 し/かもそれが最近の都市化、 工 業化によって良い農耕地が どんどん失われているわけで

す,あ るいはインフラス トラクチャーを充実 しようとい うことにな りますと、道降細なども作 らなけ

ればいけません。ここでも優れた農耕地がどんどん失わね夕て行きます。都市化、 「業化というのは当

然ヤ場の良い農耕地から潰 して行 くのですね。 しかし、
一方で西北部は自然的な条件が厳 しか った

り、 11壌の肥次度が低かった りして、簡単に優れた農耕地にすることは難 しいのです。2030午tには中

1可の食粧不足は2.16億トンに達するという予測もあ ります。1993年の世界の穀物輸出量 2億 トンとい

う数
′
■を考えれば、京態の深亥1さは史 くお分か り演けると思います。このへんは、今後 卜1本の食粧政

策とか白給問題をどう考えるか、回際的な枠組みの中でどう考えるかという時に中1司の動向は見逃す

わけにはゆかないとい うよりも、決定的に重要な要LAlになるだろ うと考えています。いずれに して

も、 11の問題 とい うのは 11本にいると忘れがちですけれども、十世界的には大変深刻な問題だというこ

とをrTlねて中し iをげたいと思います.

水 の 問 題

もう ‐つ、/liき物を支えているのは水です。水の惑狂、地球といいまして、地球は 3分 の 2の 十拘F積

が水で川まれています。 し か し、我々が使える水は海水ではなくて淡水なのです。ところで、 |1本は

必ず しも水にはまれているとはいえません。随分雨が降るんですけれども、半位1面積肖た りの降水壮

をみてみますと、十1本は1,700mm、アィリピン1,300mm、イギ リス1,000nlnl、アメリカ7601unl、世界行数

の農米lqで技 も肥えた 1を地を持っているフランスでも750mm布!度です。ですから、世界 平均か らみて

も、「1本というのは14木竪:的には恵まれています。 しか し、人 liで割 りますとそれほど多いわけでは

ないのですが、それでもネ竹構な軍:といってもいいかも知れません。ところが 11本として問題なのはこ

の水がなかなか使え_ないということなのです.雨 とに.ては降るけれども、私どもがこれを うまく利用

できるかとい うことにな りますと、 |1本の自然的な条件は水利用にとってはかな り不利なのです, メ

コン)|十ですとⅢ寸||か',1,000km llがって{)、標高は200m程 度 しか li井しません。極めて緩やかに流れ

ているのですね.|1本 の川はこれに比べますと、まるで傾斜が違 う。りl治の初めにヨーロッパの河川

li木の引
‖
l家が米て、神通す||を見て、これは川ではなくて滝だ といったイす名なri岳があ ります.つ ま

り、川とい うのは不迎統に降る雨を通統化する装置なのです。雨とい うのは時々しか降 りません。生

き物 と人1高1は/liきて行 くためには毎 |1連続 して継続 して水がほしい。)||という大きな装置は時々、と

きたま降る水を連続的に換える装性なのです。その連続化装置が日本の場合には極めて性能が思いと

い うことなのです。もう少 し〔れ 方ヽを換えれば、川の水の寿命が非常に知いのです。アメリカ大降で

は ミシシッピー川の河川水のメf命はおそらくブl単位で考えるほど支いのですけれども、多分、こ信川

などでは 111とかその務1度のえ「命しかあ りません。川のメi命が極めて灯いわけですね。 し たがって、

せっか く降った雨が実際は、梅雨の時ヤ↑瓜の時大軍:に降るわけですから、ほとんどれに出て しまいま

す。そ ういう意味で利用効率の非常に思い地ダl的な条件があるといっても良いと思います。 ヨーロッ

パに行 くと分かるのですけれど、年中しとしとと道
｀
ちに降って くれるのですね。なんか夜だけ降るん
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じゃないかとい う気がするぐらいです。 11本と比べますと大変効率がいいんです。 しかもフランスな

んかはまるでまっ r`な国ですから、降った雨があまり海に行かな くて、ちゃんと効率よく降地で利)十J

できるのです。 |1本 はそ ういう意味からすると極めて不利です。随分雨が降るように見えても、実際

にはあまりtllい勝手の良 くない条件にあるとヽヽ うことがあ ります。

1ンたがって、水の|1増題 というのは「]本にとっても実は、あまりi十い話ではあ りません。人1苫Jが矛1用

できるのは降水、淡末なわけですけれども、特に飲料水にということにな りますと、これは埜だけで

はな く質が問題にな ります。人間にとって飲める水なのかどうか。もちろんこれは農業にとってもそ

うですね。挫米に適 した水なのかどうか。登だけではな く質がF」われてまい ります。最近、日本でも

飲料水 |キhfがだんだん厳 しくなってまい りまして、規制項 目が随分増えています。つまり安全性を十1町

題にしなけ加,ばならない化イン物質の種類が飛躍的に増えました。末質検査のため向治体には水道)i3な

どに、大学が うらやましくなるほどの最新の水質分析機器が入ってお ります。関係者の方が汗労さ加

ているのですけれども、やっぱ りそれはそれだけ水源が汚れてきた、水道水をきれいにすることにい

ろいろ問題が出てきたということなのです。ところが、水道水をき加′いにする方法は基本的には極め

てざf典的なのです。色と濁 りと匂いを取 りましょう、といわば感覚的な問題、これを基本的にやれる

とい うのが浄水の方法なのです。最近は活性炭とかいろんな吸着法を追加するようになったのですけ

れ ども、基本的にはいわば五感で分かるような物を取るというのが基本的なシステムなのです。とこ

ろが今、規制項 ||の中に入っているような様々な7/」質というのは、当然私どもが水を見たら分かる、

飲んでみたら分かるとい う物質ではないのです。感覚的に受け111めれる話は常」合系直に入るのですけ

れども、今汚染で問われているのは私どもの感覚では全 く分か りません。見ただけでは分からない。

食,71でもそ うですね。添加物は、ちゃんと表示があるわけですか らそれを見れば分か りますけれ ど

も、環境汚染に起囚するような物質に関 しては誰も見ただけでは分からないわけです。これはある忘

味で個人の判断、個人が良識を発揮 して自らを守る能力を超えています。こういうものは政治的に社

会的にきっち りと保前にしなければならない。こういうことで最近は飲料水の規制はいろいろと増えて

まい りました。また、水源をきれいにしなければいけないだろう、木源の水が汚れたらどうしようも

ないわけですから、水源をきれいにしましょうということが大 きな政策課題になってきているので

す。

世界規模の汚染

たいへん共介の思いことに、様々の汚染物質は空気によって運ばれちゃうんですね。ですから、非

常な長距離を簡単に運ばれた りするものがよくあ ります。チェルノブイリの原発の事故で良 くお分か

りになると思いますが、あれは 3週 間で北半球を
一周したんですね。いったん大気、空気の中に入れ

ばたいへんⅢといスピー ドで地球をグルグルまわってしまうのです。私どもがインドで農薬 BHCの 調

査を したんですけれども、多分その一部かも知れませんが、おそらく、ベーリング海 とか北極海まで

連ばれているらしいとい うことが、いくつかの傍証からいえるのです。地球規模で運ばれるわけで

す。ですから、こうした問題に関 してはある地域だけある国だけで対応が出来な くなってきていま

す。文インを通 り、地球的にものを考えて、国際的な枠組みの中で対応 しなければいけない時代になって

いるのです。発生源と影響を受けるところが別のところだった りするのですね。フロンの問題は最も

典21旦的です。スプレーに使っていた り、冷媒に使った りするフロンですけれども、これは地球 とを測

りますとⅣと界中どこでも濃度が1可じなんです。アメリカが
一
番た くさん使 うから、アメリカの上空の

濃度が
一
希高い、その次が日本かとい うわけにはゆかないのですね。世界中ほとんど均

一です。影響
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も発/1朝〔のアメリカに技も出るかというとそ うい うことはないのです。1拓米の南端当た りで
一
番出る

かも策脇 ない。発/li源とその影響を受ける場所が達ってまい ります。こういうものはもう初めからt対

際的な枠和1みでしか対応の しようがないのです。 ロ
ーカルな地方的な対応だけはどうしようもない。

今、そ ういう1栄題が非常に対えてきています。 こ′かもそれが実はそれぞ加ブの地域の方の
ア十i活、安令と

竹核にかかわ り合 う時代になってきている.感 覚的にtよ分か りにくい、よその十
日:界のように思える地

球規模の|1町題とい うのが、すげ11の私どもの十1常と実はちゃんと結びついているのだとい う状況が次か

ら次に|||てきているといっていいと思います。

54硝 酸塩の問題

農米に絡んで、水質汚染ではもう
一つ中し Lげておいた方がいいものに硝酸の十11題があ ります。 11

本でも技近だんだん|1増題になってきているのですけれども、klll作地常では深刻です。肖然、肥料とし

it卜/〕んな年黙肥料をやるわけですけれども、アンモニアはプラスの電気を持っています。硫安のア

ンモニア、これはプラスの
′
r電気を持っています。硝安、あるいは尿素が酸化されて出来る硝酸はマイ

ナスの電気を持っています。ところが、 上 の中の粘 liや有機物はみなマイナスの電気を持 っていま

す。 11は基本的にはマイナスの電気を持ったものです。そこで、プラスのアンモニアは
マイナスの上

に くっつ くわけですね。ところが、マイナスの硝駿はマイナスの上に くっつかないものですからズル

ズルと木が 卜に流れれば、
一緒に ドに流れてしまいます。酸化的条件では無機窒素は

一
般に硝酸の形

をとりますから、畑作地特では地下水の硝酸汚染がいL外的な問題になっています。カリフォル
ニアに

サンオーキンとい うIH:界右数の疏来あるいは央樹地常があるんですけれども、ここで
一番技初に深刻

な硝lia汚染が起 きました。ここでは地 ド何百メ
ー トルという深層の地下水なものですから、いったん

硝酸で汚染されて しまいますと、簡半には|口1復するすべがあ りません。日本では飲料水に友面水を使

うことが多 く、あるいは井ナf木に Lンてもそれほど汚染が深刻ではあ りませんが、Nに よっては飲料水

の水源をほとんど地 ド水に頼っているところがた くさんあ ります。例えば、イスラエルなどは飲料水

をほとんど地 ド水に頼っています。 しかも深い地 F水なのですね。全部あそこは畑なものですから、

地 下水の硝酸汚染が深亥Jになってきています。今、硝駿態窒素 (N03~N)10ppm以 上は国際的な取

り決めで飲料水として不通とされていますけれども、この数字を超える飲料水が‖L界の各地で続出し

ています。 日本も例外ではあ りません。例えば、傾斜地などに農耕地があって、低いところに丼戸が

あ りますと、この数字を超える井戸水が多分いろんな所で出ているんだと思います。お役所はこれを

超えたら水道水として給水できないんですけれども、個人だとい うことで別に罰則はかからないので

兄過ごされているケースが良 くあるのですね。この問、PLOと イスラエルが 子`和協定を結んだのです

ね。 |1木もイスラエルとおつき合いが出来るようにな りました。イスラエルの政府が最初に H本 に求

めた経済援助は海水からの大規模な淡水製造装置なのです。つまり、この問題は深刻でありまして、

飲料木の安全が脅かさ加′ている、また、章的にも厳 しいのですね。従って、安全な飲料水がまずほし

いとい うことがイスラエルにとって、緊急な課題になっているのです。こうい う回は世界で随分た く

さんあ ります。もちろん、登的にも地 ド水の枯渇は大きな問題になっています。アメリカのロッキ
ー

||1脈から東側に地 下に|モ大な水塊があったんですけれども、濯概農業に よって大量に汲み Lげ た結

果、枯渇 して大きな|1増題にな りました。水位が ドがっている、あるいは水質が悪 くなって、深刻な事

態になっている地域は少な くありません。ある専門家は、今まではオイル戦争だといって、油で地域

紛イトや1呵際紛争があったけれども、これからは水を巡って民族間の、地域問の争い、戦争が起きるか

も知れないとい う人がいるくらいなのです。だんだん人口が増えてきますと、主的、質的に水の問題
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が厳 しくなることは日に見えています。そ うな りますと、どうい う形で、安全な水を供給するかとい

うことは、それぞれの同の政府にとって大きな政策、課題になってまい ります。 11本は相対的には恵

まれていますけれども、t世界的にみればそ うとう難 しい。東南アジアの国々は経済成長がすさまじい

わけですけれども、水質について問題のないところは
一つもないのです。韓田でも、牛乳肥連みたい

に、漢江の南の高層アパー トに ミネラルウォ
ーターを配達 しています。バンコクはもっとひどいです

ね。一応、簡単な水道はあるんですけ加ャども、急速に都市化 して、車童な車両が増えると地盤が揺れ

るんで しょうね、水道のパイプラインが壊れてしまうんです。
一定の水圧があれば、漏れるだけなの

ですが、水サ||が足 りな くてまわ りの汚水が入った りするものですから、ひどい水がでた りします。と

てもじゃないが水道水が飲めません。東南アジアには、そ ういう意味で人1出lがな本的に′i二きて行 くた

めに必要な飲料水が増:的質的に供給されない「Hが た くさんあるのです。

6.世 界の食糧事情

これは世界の
一人もた りの穀物41産聾:の2030年までの 予淑」をしたものですが、こうい う予測は他に

もあ りまして、数字にはかな り幅があ ります。 しか し、十1性界の専IHl家の 予淑Jでは
一人
｀
路た りの食糧/li

産は今後だんだん厳 しくなるだろうというあた りについてはほぼコンセンサスがあると「手っていいと

思います。もちろん、今後、バイテクその他技術的なブレ
ークスルーによって思わぬことがある口r能

性はあ ります。 し か しいまのところ、 ilに見えてそ ういうものを 予測の中に取 り入れられる状況では

あ りません。 ワ ール ドウォッチインステュー トで|||している 「地球 |′l書Jに よりますと、戦後十いに

して世界の食糧41産は、穀物だけでなく、いろんな食糧生産が殺的にも増大 し、人 11-人
村
ちた りでも

午々良 くなってきたわけです。戦後このかた今Hま で、私どもは世界的にみて食糧 事情を楽観 してい

たと言ってもいいと思います。食粧 と人口のF可題はイタチごっこで悲観論と楽観論が交 ′!1に出るわけ

ですけれども、 しか し基本的には午々食糧事情は良くなってきた と占って も史いと思いますけれ ど

も、 ワ ール ドウォッチの レスターブラウンに fiわせますと、1984年が転換点だとい う十れ 方ヽをするの

ですね。今後、世界の食精 事情が逆転した午としンて1984年がii己憶 されるだろうという|千い方をしてい

ます.84年 以降、まちがいなく様々な食精供給が、
一人ちた りですが、減少傾向にあ ります。もちろ

ん、これはIJ際的にみた平均ですから、iJによってたが出てまい ります。 略`然、アフ リカ詰 1対など

は、ある意味でlljめて悲惨な状態です。比較的 ノホホンと
/liきて行けるところもあるかも角脇ャません

けれども、 し か し、地球的にみれば深刻な状況です。これはヽに、穀物′|:産だけではあ りませんで、

711えば、水産漁獲についても|「」じようなことが「手われていますて浜t獲高に関 し′ては、過去 2、 30年、

ほぼ60年代から横ばいだったんですけねども、やは り、80年代の後半から急速に ドがってきてお りま

す。これ もゆゆ しい状態です。というのは、発展途 lil可のような経済力のないところでは、タンパク

資源として牛や豚よりも水床資沙京に依存する告」令が高いのです。

7.今 後の農業政策

農米政策というのはなかなか難 しくて、脚:界中たがんうまくいっているlqはないんでしょうね。過

宋」は過剰な りに問題を呼んでいるんですね。いわゆるEC、 EUで すけれども社会的には非常に j‐年

な子厚い農業保護をやってお りまして、農耕地的にみましても
一添良い「Lがあ ります。あるいは農家

の/1i活とい う1向Fでみても、多様なある意味で文化的な牛活を送れているような気がします. しか し、

いっぼ うではあるIJは過宋」問題に泣いています。何年前でしたか、政府買い Lげのパタ
ーがなちゃく

ちゃ溜まったのですね.30万 トンくらいだと思います。「1本では年に10万トンくらいしか消費 してい
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ませんから、日本の数年分が溜まってしまってどうしようもなくなったのですね。結局、火力発電所

の燃料に したのです。まあ、全 く馬鹿げた話なんですけれども価格維持とか農業維持のためにはそ う

い うことをしないといけないのです。あるいはがどう酒も大量存庫が出てまい りまして、これもどう

したらいいか分からな くなって、最終的には蒸留 しましてアルコ
ールだけを取 り出してブラジルに輸

|||したのですね。あそこは自動中の燃料にアルコ
ールを混ぜているのです。ところが、その過剰のが

どう酒を保管 した り、あるいは蒸留 してアルコ
ールにするだけでもまたまたコス トがかか ります。過

宋」は過宋Jで大変経済的なコス トを強要されているのです。西頭先生、その他の専門の方がこれから後

いろいろとお1話になると思いますけれども、農業の問題というのはなかなか難 しい。少なくとも経済

‖セ い うだけではfFiれないとは思 うんですけれども、 じ ゃ、どういう枠組みで私どもは農業な り食糧

/li床を位性づけて行けば良いのかということにな りますと、これはまちがいな く農業という枠の中だ

けでは処PI!が||1米ないと思います。失は白由化の中で、経済原只」だけで放 り出してしまえばそれはそ

れで一つの選択としてりJ快なわけですが、しか し、例えば環境保全という意味あいを入れるにしろ、

食料のrT給といぅ田家的な政策として入れるにしろ、それな りの1呵民の税金を投入 しなければいけな

くなってしまいます。それはまちがいなくIJ民的な合意がなくては、そ ういうお金を出してもらうわ

けには行かないのですね。肖然そこでは農業の側の考え方の抜本的な、革命的な変化がなければ、そ

ういうふ うにはならないと思います。白キi化をド「[lLし、環境保全を目指 し、あるいは食糧のある程度

の白給を H指 すとい う方01を取る限 り、農業は従来の枠組みにとどまるわけに行かな くて、卜J民 的な

ヨンセンサスを得る努力が必要でしょう,そ れはある意味で、農業にとってバラ色ではな くて厳 しい

選択が 1分 Tjり得る。少な くとも農米という枠組みを超えなくてはいけない。もっと極端なことを占

いますと、これは極端で出来ない話ですが、行き活 くところは 11地所布の問題までll可わねするかも知れ

ないのです。1可民の税命を投入 して、田上保全をするんだとか、国家的な意味で食粒を安定させるん

だとにiうことにな りますと、 11地私イ丁の1占」題がFlわれかねないのです。安易に補助金を配ったら済む

といったド1題ではなくなっているのは問違いないのですね。どうい うプログラムを我々が持ち うる

か、これは十可民的なコンセンサスが必ず要るわけですね。国民的な支持がいるのです。農業サイ ドだ

けの要求で逝るはずがな くなっているのです。そこらヽた りをどういうふ うにちゃんとして行 くか、

共体化 して行 くか、それは日本の農業あるいは農家にとって将来をえ:右する重要な問題だろうと思い

ます。

く講演では OHPを 使用しましたが、本文では図夫は全て省略 しました。〉
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